
本
書
は
、
初
唐
代
に
法
蔵
に
よ
っ
て
華
厳
教
学
が
大
成
さ
れ
る
以
前
の

華
厳
思
想
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
中
国
佛
教
の
一
断
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
労
作
で
あ
る
。
従
来
の
華
厳
研
究
は
、
法
蔵
を
中
心
と
す
る
教
学

の
解
明
に
向
け
ら
れ
て
、
と
も
す
る
と
そ
の
教
学
体
系
の
枠
内
に
の
み
と

ど
ま
り
が
ち
な
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
現
状
の
中
で
、
近
年
、
坂
本
幸

男
博
士
の
「
華
厳
教
学
の
研
究
」
に
よ
っ
て
菩
苑
の
教
学
が
再
評
価
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
鎌
田
茂
雄
博
士
の
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
」
・
「
宗
密

教
学
の
思
想
史
的
研
究
河
一
に
よ
っ
て
澄
観
・
宗
密
の
思
想
史
的
位
置
づ
け

が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
た
び
著
者
、
木

村
清
孝
博
士
が
世
に
問
わ
れ
た
「
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
」
で
は
、

「
華
厳
経
一
の
伝
訳
以
来
へ
華
厳
教
学
の
確
立
に
至
る
過
程
が
、
中
国
佛
教

思
想
史
の
全
般
的
な
流
れ
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、

従
来
、
法
蔵
に
比
較
し
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
華
厳
宗
第
二
祖
智

臘
の
固
有
な
思
想
的
特
徴
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
け
る
著
者
の

研
究
の
手
は
、
佛
教
学
の
み
な
ら
ず
中
国
哲
学
や
東
洋
史
学
の
領
域
に
ま

木
村
清
孝
著

「
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』

色

順

心

で
延
び
て
い
る
。
加
え
る
に
、
義
湘
や
均
如
な
ど
の
朝
鮮
華
厳
か
ら
の
新

た
な
視
点
も
導
入
し
て
、
幅
広
い
学
識
に
立
っ
た
綿
密
な
研
究
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

本
書
の
標
題
の
中
の
「
華
厳
思
想
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
著
者
の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
今
ま
で
華
厳
教
学
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
た
り
、
と
き
に

は
「
華
厳
経
の
思
想
」
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
暖
味
に
使
用
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
序
文
に
、
「
し
か
し
、
『
華
厳
経
』
の
思
想
と

華
厳
教
学
と
が
と
も
に
「
華
厳
思
想
」
と
呼
ば
れ
、
同
義
的
に
処
理
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
筆
者
は
と
り
あ
え
ず

「
華
厳
思
想
」
と
い
う
語
を
「
華
厳
経
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
思
想

一
般
」
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
し
、
上
の
二
つ
の
概
念
と
明
確
に
区
別

し
た
い
と
思
う
。
」
と
、
概
念
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
記
述
内
容
に

接
し
た
と
き
、
ま
ず
気
が
つ
く
こ
と
は
、
「
華
厳
思
想
」
、
『
華
厳
経
』
の

思
想
、
華
厳
教
学
と
い
っ
た
概
念
が
、
明
確
な
区
別
の
う
え
に
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
智
傲
以
前
の
華
厳
思
想
の
流
れ
を
跡
づ
け

る
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
資
料
面
で
の
限
界
が
あ
る
う

え
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
未
開
拓
な
分
野
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
智

儲
や
法
蔵
に
よ
る
華
厳
教
学
が
確
立
す
る
た
め
に
は
必
ず
そ
れ
以
前
に
、

先
駆
と
な
っ
た
思
想
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
本
書
の
前
半

に
お
い
て
み
ご
と
に
実
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
た
後
半
は
、
智
嚴

の
思
想
の
解
明
に
、
生
き
た
解
釈
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
て
、
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
著
者
木
村
清
孝
氏
が
昭
和
五
十
年

八
月
、
東
京
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
で
あ
り
、
二
年
を
経
過

し
て
此
に
公
刊
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
総
頁
数
六
百
七
十
余
頁
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に
も
及
ぶ
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
」
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
同
学
の
者
は
も
と
よ
り
多
方
面
に
亙
る
研
究

者
に
碑
益
す
る
こ
と
間
違
い
な
い
。

本
書
の
構
成
は
、
二
篇
十
四
章
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
本
書
の
記
述
内

容
を
知
る
う
え
に
必
要
な
項
目
を
略
示
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
篇
華
厳
的
思
惟
の
形
成

第
一
章
「
華
厳
経
」
の
伝
訳

第
二
章
華
厳
経
研
究
史
概
観

第
三
章
華
厳
経
学
習
者
の
実
践
的
立
場

第
四
章
華
厳
経
観
の
展
開

第
五
草
偽
経
と
『
華
厳
経
」

第
六
章
華
厳
経
思
想
の
受
容

第
七
章
華
厳
教
学
へ
の
道

第
二
篇
智
儲
と
そ
の
思
想

第
一
章
杜
順
か
ら
智
倣
へ

第
二
章
智
雌
伝
の
解
明

第
三
章
華
厳
経
観
の
特
質

第
四
章
二
種
十
佛
説
の
成
立

第
五
章
海
印
三
昧

第
六
章
法
界
縁
起
説
の
原
型

第
七
章
成
佛
道
の
実
践

上
記
の
他
、
各
章
に
序
と
結
び
が
あ
り
、
多
く
の
節
に
分
か
れ
て
い
る
。

な
お
本
書
の
末
尾
に
は
、
事
項
・
人
名
・
書
名
・
梵
語
の
索
引
と
英
文
梗

概
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
項
目
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
内
容
を
簡
約
し

て
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第
一
篇
「
華
厳
的
思
惟
の
形
成
」
は
、
『
華
厳
経
」
が
中
国
に
伝
訳
さ

れ
て
以
後
、
初
唐
代
に
華
厳
教
学
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
中
国
佛
教

者
が
『
華
厳
経
」
と
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
そ
れ
か
ら
何
を
吸
収
し
、

い
か
な
る
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
華

厳
教
学
の
誕
生
に
至
る
経
緯
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
最
初
の
漢
訳
『
華
厳
経
』
、
い
わ
ゆ
る
「
六
十
華
厳
』

が
初
め
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
漢
訳
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
「
出
三
蔵

記
集
」
の
「
出
経
後
記
」
な
ど
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
六

十
華
厳
」
訳
出
以
前
に
も
多
く
の
漢
訳
華
厳
経
類
が
存
し
た
こ
と
は
法
蔵

の
「
華
厳
経
伝
記
」
巻
一
に
詳
し
い
が
、
著
者
は
、
諸
の
経
録
を
精
査
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
同
類
の
経
典
を
再
検
討
し
て
い
る
。
「
法
蔵
の

記
載
す
る
華
厳
経
類
が
す
簿
へ
て
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

（
二
頁
）
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
「
華
厳
経
」
の
伝
訳
以
後
、
ほ
ぼ
晴
代
ま
で
の
華
厳
経

研
究
の
流
れ
を
広
く
概
観
し
、
そ
の
基
本
的
性
格
を
探
る
。
ま
ず
北
方
に

お
い
て
は
、
地
論
学
派
の
形
成
以
後
、
華
厳
経
研
究
は
慧
光
を
は
じ
め
と

す
る
南
道
派
の
人
交
を
中
心
に
興
隆
・
発
展
し
た
。
と
こ
ろ
が
地
論
学
派

と
は
別
の
系
統
の
人
に
も
『
華
厳
経
」
を
研
究
す
る
人
が
あ
っ
た
。
一
方

南
方
に
お
け
る
華
厳
経
研
究
の
主
流
は
、
三
論
学
派
の
人
々
で
あ
り
北
方

と
は
別
の
研
究
伝
統
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
北
周
の
廃

三三
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佛
を
契
機
に
、
北
方
の
地
論
学
と
、
そ
の
こ
ろ
出
現
し
た
南
方
の
摂
論
学

と
の
交
渉
が
深
ま
り
、
晴
の
興
起
と
と
も
に
摂
論
学
が
北
方
に
伝
え
ら
れ

る
と
、
「
華
厳
経
」
の
研
究
に
も
新
し
い
方
向
が
芽
生
え
た
。
摂
論
学
派
．

の
中
、
華
厳
経
研
究
を
行
な
っ
た
人
に
曇
遷
が
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
華

厳
経
研
究
の
流
れ
が
、
『
高
僧
伝
』
や
『
続
高
僧
伝
』
の
記
述
を
通
し
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

一
’

第
三
章
で
は
、
前
章
が
『
華
厳
経
』
の
学
習
・
研
究
を
学
問
的
系
譜
に

お
い
て
位
置
づ
け
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
を
実
践
的
立
場
に
お
い
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
記
資
料
が
「
華
厳
経
』
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
伝
え
る
中
国
の
佛
教
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
持
ち
、

『
華
厳
経
』
に
ど
う
い
う
主
体
的
な
関
わ
り
を
し
た
か
を
論
じ
て
い
る
。

第
四
章
は
、
階
以
前
の
中
国
佛
教
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
が
、
教
判
上

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
こ
に
そ
の
思
想
的
本
質
が
見
出
さ
れ
た

か
を
、
教
判
と
宗
趣
と
の
二
面
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
は
、

智
傭
以
前
の
諸
の
教
判
を
年
代
順
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
華
厳
経
」

の
教
判
論
的
位
置
づ
け
を
要
約
す
る
。
目
『
華
厳
経
』
は
そ
の
伝
訳
以
後
、

大
体
一
貫
し
て
高
い
地
位
を
獲
得
し
続
け
た
。
㈲
内
容
的
に
見
る
と
、
諸

の
教
判
に
お
け
る
「
華
厳
経
」
の
具
体
的
位
置
づ
け
の
仕
方
が
か
な
り
個

性
的
で
あ
り
、
中
に
は
の
ち
の
華
厳
教
学
の
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
が
い

く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
特
質
を
導
き
出
し
た
の
で
あ

る
。
次
に
著
者
は
、
法
蔵
・
慧
苑
・
澄
観
が
、
「
探
玄
記
」
一
・
『
刊
定
記

一
・
『
華
厳
経
疏
」
三
に
紹
介
す
る
諸
師
の
宗
趣
説
を
図
表
化
し
、
こ
れ

を
参
照
し
つ
つ
各
の
宗
趣
説
を
解
説
し
て
い
る
。

》
第
五
章
は
、
中
国
佛
教
の
一
特
質
を
示
す
偽
経
が
『
華
厳
経
』
と
ど
の

よ
う
に
関
係
し
、
一
華
厳
経
』
か
ら
何
を
摂
取
し
た
か
を
追
求
し
、
て
い
る
。

『
華
厳
経
』
の
影
響
が
強
い
現
存
の
偽
経
と
し
て
は
、
『
大
方
広
佛
華
厳

十
悪
品
経
』
一
巻
や
『
像
法
決
疑
経
、
三
巻
．
『
究
寛
大
悲
経
」
四
巻
。
（
た

だ
し
巻
一
を
欠
く
）
“
・
「
法
王
経
』
一
巻
．
「
梵
網
経
凧
一
二
巻
．
「
菩
薩
製
略

本
業
経
』
二
巻
が
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
六
種
の
偽
経
を
逐
次
詳
述
し

た
の
ち
、
「
華
厳
経
』
の
受
容
の
仕
方
を
、
次
の
ご
と
く
三
種
の
タ
イ
プ

に
ま
と
め
て
い
る
。

一
一
、
．
『
華
厳
経
一
の
名
を
借
り
て
経
典
と
し
て
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る
偽
経
全
華
厳
十
悪
品
経
』
）

二
、
．
『
華
厳
経
一
の
形
式
麺
構
想
を
取
り
入
れ
た
偽
経
（
一
梵
網
経
、
一
）
‐

三
、
－
し
華
厳
経
』
の
思
想
の
あ
る
も
の
を
受
容
し
た
偽
経
二
像
法
決
疑

経
」
皇
ｕ
究
党
大
悲
経
』
・
『
法
王
経
一
・
一
菩
薩
壊
略
本
業
経
』
）

第
六
章
で
は
、
現
存
す
る
諸
の
著
作
を
通
し
て
、
南
北
朝
か
ら
ほ
ぼ
晴

代
ま
で
の
間
に
生
き
た
中
国
佛
教
者
の
思
想
の
中
に
、
『
華
厳
経
』
の
教

説
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
探
っ
て
い
る
。
そ
．
の
佛
教
者
と

し
て
は
、
曇
鴬
虫
慧
影
。
慧
遠
・
智
凱
・
壬
口
蔵
の
五
人
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
周
知
の
よ
う
に
彼
ら
は
い
ず
れ
も
『
華
厳
経
』
を
所
依
の
経
典
と
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
華
厳
経
』
の
思
想
が
主
体
的
に

受
容
さ
れ
て
い
る
。
本
章
の
叙
述
は
一
六
五
頁
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、

と
く
に
吉
蔵
の
「
無
硬
」
の
思
想
が
「
華
厳
経
」
の
教
証
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
著
者
の
卓
見
で
あ
る
と
思
う
。

第
七
章
は
、
杜
順
・
智
備
以
前
の
中
国
佛
教
の
中
に
、
華
厳
教
学
的
思

惟
の
萠
芽
と
、
華
厳
教
学
形
成
の
思
想
的
基
盤
を
追
求
し
た
章
で
あ
る
。

北
魏
の
霊
弁
の
「
華
厳
経
論
』
百
巻
は
、
計
十
二
巻
分
が
現
存
す
る
の
み
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↑
第
二
篇
「
智
雌
と
そ
の
思
想
」
は
、
中
国
華
厳
宗
の
第
二
祖
と
さ
れ
る

智
倣
の
華
厳
教
学
を
思
想
史
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
智
縦
の
教
学

の
概
要
は
高
峯
博
士
の
「
華
厳
思
想
史
』
（
一
五
五
’
一
八
七
頁
）
や
「
華

厳
孔
目
章
解
説
』
な
ど
に
、
ま
た
智
備
の
宗
教
の
思
想
史
的
役
割
に
つ
い

て
は
鎌
田
博
士
の
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
七
九
’
一
○
六
頁
）

に
よ
っ
て
明
ち
か
に
さ
れ
て
き
た
。
本
篇
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
智
侭
研
究

を
ふ
ま
え
て
、
彼
の
佛
教
者
と
し
て
の
主
体
性
に
目
を
据
え
、
広
い
思
想

史
的
視
野
に
お
い
て
そ
の
思
想
を
究
明
し
て
い
る
。

第
一
章
は
、
智
倣
の
師
、
華
厳
宗
の
初
祖
杜
順
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ

る
。
従
来
、
杜
順
の
撰
述
と
さ
れ
て
き
た
「
法
界
観
門
』
の
問
題
を
、

㈲
「
法
界
観
門
」
本
文
と
そ
の
異
同
、
㈲
思
想
的
性
格
、
㈲
出
現
の
時
点
、

㈲
撰
者
に
つ
い
て
、
と
い
う
四
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
と
く
に

撰
述
者
を
め
ぐ
一
っ
て
の
問
題
が
広
く
扱
わ
れ
、
本
章
の
末
尾
に
、
「
筆
者

１
Ｊ
〃
ロ

に
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
思
想
的
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
具
体
的
に
そ
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
．
即
一
切
」
の
思
想
が
見
ら
れ
る
。
「
広
弘
明
集
」

巻
二
十
九
に
所
載
の
慧
命
の
「
詳
玄
賦
」
に
は
、
す
で
に
「
理
」
と
「
事
」

の
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
曇
遷
の
「
亡
是
非
論
」
に
は
、
智
傭
に
お

け
る
「
性
起
」
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、

本
章
第
四
節
地
論
南
道
派
の
「
法
界
縁
起
」
思
想
に
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、

華
厳
教
学
の
中
心
的
教
説
で
あ
る
「
法
界
縁
起
」
思
想
の
基
本
的
綱
格
が
、

す
で
に
法
上
と
慧
遠
の
思
想
の
中
に
相
当
程
度
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
以

上
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

三

抜
抄
者
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
八
世
紀
後
半
ま
で

に
誰
か
が
「
発
菩
提
心
章
』
か
ら
と
く
に
実
践
的
な
意
味
で
重
要
な
一
部

を
抜
き
出
し
て
「
法
界
観
門
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
杜
順
撰
に
帰
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
」
（
三
六
四
頁
）
と
推
定
さ
れ
た
。
「
法
界
観
門
』
を
杜
順
撰

と
断
定
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
も
の
と
い
え
る
。

第
二
章
で
は
、
智
侭
の
生
涯
を
、
主
に
法
蔵
の
二
華
厳
経
伝
記
』
の
智

侭
伝
に
よ
っ
て
解
明
し
、
か
つ
彼
の
生
き
た
初
唐
時
代
の
社
会
的
背
景
に

つ
い
て
も
研
究
の
目
が
向
け
ら
れ
る
。
智
僚
の
学
問
の
性
格
を
論
ず
る
中
、

誼
口

彼
に
は
天
台
智
韻
や
三
論
宗
の
吉
蔵
と
一
つ
の
「
中
国
佛
教
」
的
な
思
想

を
共
有
す
る
一
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
の
「
金
剛
般
若
経
略
疏
』

の
三
種
般
若
を
手
掛
か
り
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
著
者
は
、
諸
資

料
に
見
え
る
智
催
の
撰
述
書
を
紹
介
し
、
著
作
の
真
偽
の
検
討
を
行
な
っ

て
い
る
。
真
撰
害
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
七
種
の
著
作
の
製
作

年
代
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
七
種
と
は
、
『
捜
玄
記
』
・
『
五
十

要
問
答
』
・
「
孔
目
章
醐
一
・
『
一
乗
十
玄
門
』
・
一
金
剛
般
若
経
略
疏
』
・
「
無
性

釈
摂
論
疏
』
・
『
供
養
十
門
儀
式
』
で
あ
る
。

第
三
章
は
、
第
一
篇
第
四
章
を
承
け
て
、
智
備
が
一
Ｌ
華
厳
経
」
を
い
か

な
る
経
典
と
捉
え
、
従
来
の
見
方
を
ど
う
い
う
形
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し

た
か
を
論
じ
て
い
る
。
日
教
判
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
位
置
づ
け
、

㈲
「
華
厳
経
」
と
そ
の
姉
妹
経
典
と
も
称
し
う
る
「
菩
薩
瑛
略
本
業
経
』

『
梵
網
経
」
と
の
比
較
、
白
経
名
の
解
釈
、
㈲
宗
趣
の
把
捉
、
．
と
い
う
四

つ
の
問
題
を
通
し
て
、
彼
の
華
厳
経
観
を
考
え
る
。
そ
し
て
初
期
よ
り
晩

年
に
か
け
て
智
侭
の
「
華
厳
経
」
の
把
捉
そ
の
も
の
に
発
展
が
あ
る
こ
と
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を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
章
は
、
智
幟
に
お
け
る
佛
身
観
の
確
立
過
程
を
解
明
し
た
章
で
あ

る
。
「
華
厳
経
」
に
は
、
し
ば
し
ば
十
佛
・
十
身
が
列
記
さ
れ
る
が
、
晩

年
の
彼
の
著
書
「
孔
目
章
」
に
至
っ
て
、
各
種
の
十
佛
・
十
身
の
中
か
ら

「
行
境
の
十
佛
」
と
「
解
境
の
十
佛
」
と
い
う
二
種
が
選
び
と
ら
れ
た
。

著
者
は
、
こ
の
二
種
十
佛
説
の
背
景
と
そ
の
成
立
過
程
の
問
題
を
、
中
国

佛
教
全
般
に
み
ら
れ
る
佛
身
観
の
潮
流
に
も
目
を
向
け
つ
つ
究
明
し
て
い

》
ｏ
Ｑ

第
五
章
は
、
華
厳
教
学
の
根
本
定
と
い
わ
れ
る
海
印
三
昧
に
智
縦
が
ど

う
注
目
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
彼
が
読
ん

で
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
か
つ
海
印
三
昧
に
内
容
的
な
解
説
を
加
え

る
三
つ
の
経
典
、
す
な
わ
ち
「
大
集
経
』
「
大
般
若
経
」
『
六
十
華
厳
経
」

に
限
っ
て
、
海
印
三
昧
の
意
味
を
探
る
。
次
節
に
、
彼
の
諸
著
作
を
通
し

て
智
倣
の
海
印
三
昧
論
を
眺
め
る
。
根
源
的
世
界
を
海
印
三
味
に
見
、
海

印
三
味
の
は
た
ら
き
と
し
て
一
切
を
捉
え
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
晩
年
に

な
る
に
し
た
が
い
主
体
的
に
徹
底
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
本
章
で
は
、

『
法
界
図
記
叢
髄
録
」
下
一
に
お
い
て
智
侭
が
説
示
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

五
海
印
説
の
紹
介
も
あ
る
。
こ
の
説
が
は
た
し
て
彼
の
真
説
で
あ
る
か
否

か
は
速
断
で
き
な
い
と
し
て
も
、
智
倣
の
海
印
三
昧
の
問
題
や
義
湘
系
華

厳
の
海
印
三
昧
を
考
え
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
資
料
で
あ
り
、
従
来
、
全

く
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
、
智
侭
の
法
界
縁
起
説
の
全
容
と
、
そ
れ
が
も
つ
意
義
を

考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
彼
の
解
釈
し
た
「
法
界
」
の
概
念
を
一
瞥
し
た

う
え
で
、
次
に
、
「
捜
玄
記
』
の
『
六
十
華
厳
」
十
地
品
第
六
地
の
注
釈

中
に
み
え
る
法
界
縁
起
説
が
綿
密
に
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
凡
夫
染

法
」
と
「
菩
提
浄
分
」
と
の
二
種
に
分
け
る
縁
起
説
で
あ
っ
て
、
法
界
縁

起
が
衆
生
の
実
践
や
、
妄
心
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
同
教
的
な
法
界
縁
起
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
次
の
ヨ
乗
十

玄
門
』
の
法
界
縁
起
説
は
、
一
乗
の
縁
起
で
あ
り
真
実
そ
の
も
の
の
縁
起

で
あ
る
か
ら
、
別
教
的
な
法
界
縁
起
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
視

点
に
立
つ
両
者
の
法
界
縁
起
説
を
論
理
的
に
解
説
す
る
中
で
、
著
者
は
、

智
縦
の
法
界
縁
起
の
形
成
の
背
後
に
、
深
い
発
想
の
基
盤
と
大
き
な
思
想

的
背
景
が
存
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
智
臓
に
お
け
る

「
六
義
と
六
相
」
及
び
「
性
起
」
の
問
題
も
、
彼
の
縁
起
説
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
た
め
、
本
章
に
論
述
さ
れ
る
。
な
お
本
章
は
、
第
一
篇
第
七
章

と
深
く
関
連
し
て
い
る
。

最
後
の
第
七
章
は
、
智
雌
の
実
践
論
を
扱
っ
た
章
で
あ
っ
て
、
彼
の

「
成
佛
」
説
と
観
法
と
が
当
面
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
「
成
佛
」
説
の

確
立
過
程
が
、
一
乗
の
成
佛
、
一
念
成
佛
＄
疾
得
成
佛
の
三
つ
の
側
面
か

ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
智
倣
が
、
教
判
論
的
視
点
に
と
ど
ま
る
「
成
佛
」

説
か
ら
、
晩
年
の
『
孔
目
章
」
に
見
ら
れ
る
「
無
念
疾
得
成
佛
」
へ
と
、

自
覚
を
深
め
て
い
っ
た
推
移
が
立
体
的
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
成
佛

道
を
ふ
ま
え
て
、
智
臓
の
言
及
す
る
観
法
の
種
彙
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
十
月
、
春
秋
社
、
菊
版
六
七
二
頁
、
八
五
○
○
円
）
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